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付１．標準配筋要領 

以下の図等は、標準的な鉄筋の加工，配筋要領及びコンクリートのかぶり等を示したものである。 

（１）共通事項 

 

配筋詳細

部位
共通事項

使用材料　　、　標準配筋要領共通事項

標準配筋要領　共通事項
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配筋詳細

部位
共通事項

標準配筋要領共通事項
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配筋詳細

部位
共通事項
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配筋詳細

部位
共通事項
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（２）柱断面リスト 

 

  

C285

Dx×Dy(mm)

X方向主筋

HOOP

Y方向主筋

×

断面形状

記号

断面形状

柱

Dx×Dy(mm)

X方向主筋

HOOP

Y方向主筋

記号

C185

×

C264

×

C164   ,   C243  ,   C143A C143

××

 ※　柱梁仕口部のHOOPは、柱のHOOPと同じ配筋とする。



別添 1-95 

 

  

C285B

Dx×Dy(mm)

X方向主筋

HOOP

Y方向主筋

×

断面形状

記号

断面形状

柱

Dx×Dy(mm)

X方向主筋

HOOP

Y方向主筋

記号

C185B

×

C264B

×

C164B   ,   C143AB C143B

××

 ※　柱梁仕口部のHOOPは、柱のHOOPと同じ配筋とする。

C243B

×
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Dx×Dy(mm)

X方向主筋

HOOP

Y方向主筋

断面形状

記号

 ※　柱梁仕口部のHOOPは、柱のHOOPと同じ配筋とする。

1C1

×

2C1

×

user
長方形
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（３）梁断面リスト 

 

  

ＦG21 ＦG22 ＦG23

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP

下端主筋

×

断面形状

ＦG24   ,   ＦG25

×

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP

下端主筋

断面形状

記号

× ×

基礎梁（2階建て部分）

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

又は

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。
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ＦG11 ＦG12 ＦG13

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP

下端主筋

×

断面形状

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP

下端主筋

断面形状

記号

× ×

基礎梁（平家建て部分）

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。

又は
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基礎梁

FG08

×

FG05

×

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

user
長方形
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STP ※

2G21   (2G21A) 2G22   (2G22A) 2G23   (2G23A)

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

×

断面形状

2G24   (2G24A) 2G25   (2G25A)

×

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

下端主筋

断面形状

記号

× ×

×

２階梁（2階建て部分）

STP ※：　その梁のスパンが構造グリッドスパンで３P以下の場合は、全て に変更すること。

STP ※：
の場合

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

又は

部材記号は(　)内の記号とする

例：　2G21A

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。
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2G08 2G05

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

×

断面形状

記号

×

２階梁

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

又は

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。

2G03

×

user
長方形
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STP ※：
の場合

STP ※

STP ※

RG21   (RG21A) RG22   (RG22A) RG23   (RG23A)

b(mm)×D(mm)

上端主筋

下端主筋

×

断面形状

RG24   (RG24A) RG25   (RG25A)

×

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

下端主筋

断面形状

記号

× ×

×

Ｒ階梁（2階建て部分）

STP ※：　梁を配置後に、その梁のスパンが３P以下の場合は、全て に変更すること。

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

又は

部材記号は(　)内の記号とする

例：　RG21A

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。
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RG08 RG05

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

×

断面形状

記号

×

Ｒ階梁

腹筋 ※：　梁せい６００を超える場合　2-D10

幅止 ※：　D10　@1000以下

又は

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。

RG03

×

user
長方形
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RG11 RG12 RG13

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

×

断面形状

RG14 RG15

×

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

× ×

×

Ｒ階梁（平家建て部分）

RG16

×

又は

かぶり ※：　図中、上下端又は左右端のかぶりが異なるが、直交部材や鉛直部材との関係によって逆になる。
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（４）小梁断面リスト 

 

 

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

小梁

RB16

×

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

RB15

×

RB14

×

BB16

×

BB15

×

BB14

×

2B16

×

2B15

×

2B14

×

user
長方形

user
長方形
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b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

小梁

RB26

×

b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

RB25

×

RB24

×

BB26

×

BB25

×

BB24

×

2B26

×

2B25

×

2B24

×

user
長方形
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b(mm)×D(mm)

上端主筋

STP ※

下端主筋

断面形状

記号

小梁

WB3

×
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配筋詳細

部位
 梁貫通孔の配置及び補強方法(100φ以上)
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配筋詳細

部位
 梁貫通孔の配置及び補強方法(100φ未満)

斜め補強筋：2-D13
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（５）基礎配筋図 

 

 

基礎

配筋詳細

部位
底版配筋 (L=1.2mの場合)

柱

基礎梁基礎梁

柱

基礎梁基礎梁
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配筋詳細

部位
基礎

底版配筋 (L=2.7mの場合)

柱

基
礎

梁
基

礎
梁
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基礎(地盤補強杭を用いた基礎の場合)

配筋詳細

部位
底版配筋

柱

柱

柱

PF11 , PF12

PF21 , PF22

PF3
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配筋詳細

部位

柱

基礎梁

基礎梁

基礎

基礎と基礎梁に段差がある場合

超

以
下

段差が200mm超の場合 段差が　0～200mm以下の場合

基礎 基礎
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（６）床配筋図 

 

 

短
辺

上
端

短
辺

下
端

長辺上端

長辺下端

※開口直近のスラブ筋は全てD13

配筋詳細

部位
床版①

配筋 (モチアミ配筋)

A A

B
B

A-A 断面

B
-B

 断
面

長辺Ly

短
辺

L
x

短
辺

上
端

短
辺

下
端

長辺上端

長辺下端

A A

B
B

A-A 断面

B
-B

 断
面

長辺Ly

短
辺

L
x

四辺梁スラブ

三辺梁長辺自由スラブ
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以
下

床スラブに段差を設ける場合（但し、50mm以下とする）

短
辺

上
端

短
辺

下
端

長辺上端

長辺下端

長辺上端

長辺下端

短
辺

上
端

短
辺

下
端

※開口直近の

　 スラブ筋は全てD13

※開口直近のスラブ筋は全てD13

配筋詳細

部位
床版②

配筋 (モチアミ配筋)

A A

B
B

A-A 断面

B
-B

 断
面

長辺Ly

短
辺

L
x

A A

B
B

A-A 断面

B
-B

 断
面

長辺Ly

短
辺

L
x

三辺梁短辺自由スラブ

Ｌ辺梁他辺自由スラブ

※短辺・長辺配筋同一
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建物の出隅は、上端筋の間隔が@100以下

となるようにスラブ筋と同径により補強する。

その範囲は、短辺有効スパンの1/2とする。

小開口を連続して配置した場合

斜め補強筋：2-D13

片持ちバルコニーの場合

の梁外端面

切断した鉄筋と同断面鉄筋

上下端筋の内側にそれぞれ配筋
斜め補強筋：2-D13

小開口を配置した場合

ずらす

開口300角程度以下を配置した場合

補強筋：1-D13

短
辺

有
効

ｽ
ﾊ

ﾟﾝ
Ｌ

n1,n2：切断される鉄筋の本数

配筋詳細

部位
床版③

屋根スラブの補強　、　床版開口補強

n1

n2

n1/2 n1/2

n
2/

2
n2

/2

上下端筋の内側にそれぞれ配筋

開口補強　(600×600以下)
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（７）片持ち床配筋図 

 

 

配筋詳細

部位
片持ち床版

配筋

短辺上端

短辺下端

短辺上端

短辺下端

短辺上端

短辺下端

ﾀﾃ・ｺﾖ　D10@200

片持ち庇

片持ちバルコニー

片廊下

勾配モルタル30mm

勾配モルタル30mm＋躯体20mmフカシ

勾配モルタル30mm＋躯体20mmフカシ
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（８）壁配筋図・構造スリット詳細図 

 

 

梁

柱

配筋詳細

部位
壁

配筋

W15

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

開口 ﾖｺ

ﾀﾃ補強筋

筋 斜め

記号

D10 @200 W

D10 @200 W

2-D10

2-D10

2-D10
完全スリット（鉛直）

完全スリット（水平）

D10 @400

D10 @400

開口

壁開口補強筋

※

※

スリット材＋シール材

※部材の納まる寸法とする
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超 以下の袖壁

完全スリット

以下の袖壁はスリット不要

完全スリット

上下にスリット

配筋詳細

部位
壁

構造スリットの配置
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梁

柱

配筋詳細

部位
壁　(Bタイプ）

配筋

W15

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

開口 ﾖｺ

ﾀﾃ補強筋

筋 斜め

記号

D10 @200 W

D10 @200 W

2-D10

2-D10

2-D10

D10 @200W ﾁﾄﾞﾘ

D10 @200W

開口

壁開口補強筋
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（９）標準外階段 

 

  

平
面

図

手
摺

階
段

上
端

筋
　

1-

下
端

筋
　

1
-

ｲ
ﾅ

ｽ
ﾞﾏ

筋
　

@
2
00

基
礎 主

筋
　

配
力

筋
　

D
1
0@

20
0

縦
断

面
位

置
　

配
筋

図
横

断
面

位
置

　
配

筋
図

4
-D

13
2
-D

19
4
-D

1
3

2
-D

19
4
-D

1
3

4
-D

13

C
G

1
 配

筋
図

短
辺

側
　

上
端

筋
･

　

踊
り

場
 床

配
筋

(モ
チ

ア
ミ

)

短
辺

側
　

下
端

筋
  

  
  
  
　

上
端

配
力

筋
  
  
  

　
  
  

  
  

下
端

配
力

筋
  
  
  

　
  

  
  
  

配
筋

詳
細

部
位

標
準

外
階

段
（
Ｗ

Ｒ
Ｃ

造
）
②

平
面

図
、

配
筋

図

user
長方形
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G
.L

.

中
間

踊
り

場
側

面

縦
断

面
位

置

横
断

面
位

置

階
段

側
面

階
段

上
り

口
　

立
面

C
G

1

C
G

1
と

同
様

ス
ラ

ブ
断

面
位

置

ス
ラ

ブ
断

面
位

置

配
筋

詳
細

部
位

標
準

外
階

段
（Ｗ

Ｒ
Ｃ

造
）①

立
面

図
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部
位

配
筋

詳
細

立
面

図

一
方

向
階

段

▽
Ｇ

Ｌ

階
段
上

り
口

　
立

面
図

階
段
側

面
側

立
面

図

1,900

3,8001,200

650

1,200

1,200

1,200

1,
25
7

2
00

75

2
00

1,
25
0

1
,9

25
2
00

1,900

600
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２階梁

F
CG
K

基礎梁

柱
：
8
P×

5
P用

柱
を
配

置

柱
：

8P
×

5
P用

柱
を

配
置

柱
：
8
P
×
5
P
用
柱
を

配
置

柱
：

8
P×

5
P
用

柱
を

配
置

手摺り小梁

手摺り小梁

部
位

配
筋

詳
細

2
5
0※

190※

15
0

イ
ナ

ズ
マ
筋

D
1
0
-@
20
0

1
-
D1
0

D
1
0-
@
20
0

1
-D
1
0

平
面

図

一
方

向
階
段 ２

階
１

階

2
00

7
5

2
0
0

7
5

1
,2
5
0

2
00

2
0
0

1,
9
25

F
C
G
K

1
80

1
,2
50

1
,
9
25

2
0
0

手摺り小梁

手摺り小梁

段
部
詳

細
図

※
1階

階
高

に
よ
り

調
整



別添 1-125 

B

B

Ｌ
C

1,200
Ｌ

Ｌ

Ｌ

2-
D
13

2-
D
13

※
Ｌ
＝

52
0以

上

2-
D
13

2
-D

13

2
-D
13

2
-D
13

2
-D
13

部
位

配
筋

詳
細

立
面

図

一
方

向
階

段

▽
Ｇ

Ｌ

手
摺

り
小

梁
配

筋
図

1,900

3,8001,200

通
常

の
手

摺
り
壁

配
筋

小
梁

配
筋

D

2-
D
13

2-
D
13

650

C
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Ｂ
－

Ｂ
断
面
図

40

配
筋
詳

細

部
位

一
方
向

階
段

21

14 1092 1414

Ｄ
部

　
小

梁
主

筋
端
部

詳
細

図

4
d以

上

C
G
K配

筋
F
CG
K
配

筋
上
端

筋
：
3
-
D
1
9

上
端
筋
：

3
-
D
1
9

下
端

筋
：
2
-
D
1
9

下
端
筋
：

2
-
D
1
9

Ｓ
Ｔ

Ｐ
：

□
-D
1
0-
＠

1
50

Ｓ
Ｔ

Ｐ
：

□
-D
1
0-
＠

2
00

上
端

筋
：
2
-
D
1
3

下
端

筋
：
4
-
D
1
3

Ｓ
Ｔ

Ｐ
：

□
-
D
10
-
＠

15
0

手
摺

り
小

梁
配

筋

梁
リ
ス

ト
・

配
筋

図

200

5
20

Ｃ
－
Ｃ

断
面

図
（
踊

場
　

小
梁

主
筋

定
着

配
筋

詳
細
）

54

40 40

52
0

8
8

8
8

3
50

600

4
0

2
70

40

2
1

2
1

2145621

4052040

2
1

7
8

7
8

35
0

5
0

2
70

50

21
2
1

21

40

2
1

21

65545

481

650

4
0
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（１０）高架水槽 
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（１１）フレーム外区画詳細図 
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（１２）各種配筋詳細図 
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